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プラス

 指で培土を少

し掘って湿り

気を確認。

生姜はもともと、デリケートで農作物の中でも管理が難しいと言われています。しょうが栽培は、水
やりの調節が難しい。やり過ぎても少なすぎてもいけない。水分量に最も気を使います。

出芽には約1ヶ月ぐらいで必要です。出芽に約1カ月かかった芽が病害虫の被害にあうと、次の芽の出
芽から収穫までの期間が短くなり収量に大きく影響します。一番最初の芽は大事に育てましょう。

ショウガの状態

根茎片
新ショウガ

★敷きわら

 プランタ―は乾燥しやすので、敷

きわらや、枯れ草を敷く。梅雨明

け後は厚く敷く。

★水やり

 生姜は乾燥と同時に多湿環境にも弱いため、

水やりの加減には注意してください。

 水やりは、土に湿度があるうちは必要あり

ません。

 水のやりすぎは、根腐れや病気を起こす原

因にもなり、水が少なすぎると乾燥して生

育が悪くなります。

 よく土の状況を観察して、細かい水やりを

心がけましょう。

 植付けから約1ヵ月ほど

たった初夏に種ショウガが

発芽します。この頃になる

と新ショウガとなる新しい

根茎が形成されます。

 しょうがの根は少ない。

根群が貧弱で少ないため水

やりが重要とされます。

太根

細根

 常時、水分が

ある状態は水

分過多。

（新ショウガ）


